
高木仁三郎市民科学基金

第20期 2021年度国内枠助成 成果発表会

2022 年 9 月 3 日(土)・4 日(日) Zoom によるオンライン開催

高木仁三郎市民科学基金（高木基金）は、核の問題を在野から批判的に研究し、2000 年 10 月に

亡くなった高木仁三郎の遺志によって設立され、仁三郎の遺産と、基金の趣旨に賛同する一般の方々

からの会費や寄付を財源として、「市民科学」を志す個人やグループによる調査研究活動への助成

を行ってきました。設立から 2021 年度までの助成累計件数は、国内枠・アジア枠合計で 428 件、

助成総額は 2 億 2756 万円となりました。これまでの活動を支えて下さったみなさまに、心からお

礼を申し上げます。

この成果発表会では、2021 年度に高木基金の国内枠助成を受けて実施された調査研究などの成果

を発表していただきます。新型コロナウイルスの感染状況が依然として厳しいことから、オンライ

ンでの開催としました。質疑応答や意見交換がスムーズにいかない面もあるかと思いますがご容赦

ください。

この成果発表会では、Zoom のウェビナー形式で、助成先と高木基金の役員、事務局をパネリスト

としております。一般参加の方のご質問は、ウェビナーの「Ｑ＆Ａ」に書き込んでいただき、それ

を司会が紹介するかたちですすめさせていただきます。直接のご質問をご希望の方は「手を上げる」

ボタンでお知らせください。司会から発言できるようにマイクを起動します。（進行の状況などに

よっては、直接のご発言を受け付けられない場合もありますが、ご容赦ください。）

助成研究の内容についてのご質問やアドバイス、この発表会の運営についてのお気づきの点や、

高木基金の活動全般についてのご意見などもお聞かせいただければ幸いです。

どうぞよろしくお願いいたします。

高木仁三郎市民科学基金 事務局長 菅 波 完

認定ＮＰＯ法人 高木仁三郎市民科学基金
〒160-0003 東京都新宿四谷本塩町 4-15 新井ビル 3 階

Tel & Fax 03-3358-7064

E-mail info@takagifund.org http://www.takagifund.org



開始時間 発表番号 団体名・発表者 テーマ 助成金額

12:45

13:00

13:15 1 徳田安春さん
沖縄県における肥満と血中の残留性有機汚染物質

perfluoroalkyl substances (PFAS)濃度の関連調査
100万円

14:00 2
大浦湾海底生物調査会

馬渕一誠さん
沖縄県名護市大浦湾の海底生物調査 100万円

14:45 3
あびらの自然を守る会

内藤圭子さん

北海道庁が許可した産業廃棄物処分場計画の許可

プロセスの見直しと地域環境リスク評価に関する

調査研究

60万円

15:30

15:40 4
福島老朽原発を考える会

⻘⽊⼀政さん
放射能ごみ焼却炉周辺住⺠の尿検査による内部被ばく調査 50万円

16:25 5
原子力資料情報室

松久保 肇さん
日本の核のゴミの海外輸出 50万円

17:10 6

いわき放射能市⺠測定室

たらちね

鈴⽊ 薫さん

たらちね海洋調査 〜東京電⼒福島第⼀原発周辺海域における

海⽔のトリチウム濃度の測定と記録〜 ①
50万円

17:55

開始時間 発表番号 団体名・発表者 テーマ 助成金額

12:45

13:00

13:15 7 菊川裕幸さん
兵庫県丹波篠山市における竹資源量の調査と竹の有効活用法の

検証（地域における竹資源循環の試み）
28万円

14:00 8
太平洋核被災支援センター

濵田郁夫さん

太平洋核実験による放射線被災実態を解明し，被災船員救済の

ための研究をすすめる。−国内外の研究者との協⼒によるビキニ事件

の情報開⽰・解説資料普及の取り組み−

50万円

14:45 9

原発報道・検証室 裁判・政府

事故調アーカイブプロジェクト

添田孝史さん

東電原発事故の裁判資料や政府事故調資料の公開データベース

整備拡充
40万円

15:30

15:40 10

えねみら・とっとり

山中幸子さん

手塚智子さん

島根原発稼働の是⾮判断への周辺地域住⺠の参画促進（公論形

成）に関する調査研究
80万円

16:25 11
たまあじさいの会

中⻄四七⽣さん

田村バイオマス発電所の稼働による周辺への放射性物質汚染の

計測と記録結果の拡散
40万円

17:10 12
市⺠科学研究室

上田昌文さん

外環道大深度工事で発生した振動・騒音・低周波音による被害

の実態把握とそれへの対策に関する調査
96万円

17:55

9月4日(日)

9月3日(土) 高木基金 2021年度助成 成果発表会 プログラム

開会挨拶・趣旨説明

休  憩

ま と め

開会挨拶・趣旨説明

休  憩

ま と め

Zoomウェビナーオンライン

Zoomウェビナーオンライン



2022/9/3-4 高木基金 成果発表会 当日資料

【調査研究の概要】

・我々は、血中の残留性有機汚染物質 perfluoroalkyl substances (PFAS)濃度と肥満やメタボリック症候群との関連

をみる研究を行いました。研究対象の人々は、沖縄県浦添市の医療機関に通院する患者さんと職員の皆さんでした。

・研究を行う前に立てた仮説は、PFAS 曝露は肥満の関連因子である、ということでした。今回の研究でみた健康ア

ウトカムは BMI とメタボリック症候群・脂質異常症・脂肪肝の測定項目でした。PFAS 濃度と BMI や血圧、血糖、

HbA1c、中性脂肪、HDL コレステロール、ALT 等の関連をみました。研究に同意した人々に対して採血を実施しま

した。PFAS 濃度の測定は、京都大の共同研究者で実施しました。対象者は 178 人で、平均年齢が 55 歳、男性が 55%

でした。測定した PFAS は 12 種類であり、代表的な PFAS の血中濃度をみると、PFOS の平均±標準偏差は 5.36 ±

3.69、PFOA では 1.98 ± 1.05 でした。BMI の平均±標準偏差は 26.4 ± 5.4 でした。解析を行った結果、今回測

定した 12 種類の PFAS の血中濃度と BMI には、関連を認めませんでした。PFAS の血中濃度と、血圧、血糖、HbA1c、

中性脂肪、HDLコレステロール、ALT との解析では、中性脂肪に対する PFOA の影響が有意に正の関連をみました。

ALT 値に対する LPFHx と LPFHpS 濃度も有意に正の関連をみました。

・以上、PFAS 血中濃度と肥満との関連を認めませんでしたが、メタボリック症候群のうちの 2 項目（中性脂肪とALT

値）に関連を認めました。免疫能低下などの他の影響について今後検討する予定です。

【調査研究の経過】

2021年4月23日 キックオフミーティング

9月～ 調査参加者からの採血の実施開始調査参加者からの採血の実施開始

2022年1月18日 初回分94人分の採血検体の配送（沖縄→京都）：その後、順次PFAS濃度の測定

3月 4日 100人分の採血検体の配送（沖縄→京都）：その後、順次PFAS濃度の測定

6月30日 残りの214人の採血検体の配送（沖縄→京都）：その後、順次PFAS濃度の測定

7月 30日 オンラインによる研究結果発表会

【今後の課題】 ・今回の結果は全検体のうち約半数であり、全数の解析による結果は異なる可能性があります。全数

解析の結果が判明した時に迅速に報告する予定です。

・今回の健康アウトカムは、肥満やメタボリック症候群に関連する項目でした。BMI は有意に関連していませんでし

たが、中性脂肪に対する PFOA の影響が有意に正の関連をみました。ALT 値に対する LPFHx と LPFHpS 濃度も有

意に正の関連をみました。2022 年度に実施予定の、新型コロナワクチン抗体価の測定研究によって、PFAS 曝露と免

疫能低下の関連について検討する予定です。

・PFAS 曝露との関連の可能性が示唆されているのは、肥満や免疫能低下だけでなく、さまざまな健康アウトカムが

あります。代表的なものは、未熟児の出産、腎癌、炎症性腸疾患、甲状腺疾患、などです。

【実施計画】 ・検体は京都大学の共同研究者へ配送されており、今後順次 PFAS 血中濃度が測定される予定です。

・2022 年 12 月までには測定を完了し、2023 年 1 月末には最終解析結果を報告できる予定です。

・論文化は 2023 年 3 月末までに行い、論文掲載は 2023 年末までに予定しています。

会 計 報 告 書 の 概 要 （金額単位：千円） 充当した資金の内訳（金額単位：千円）

支 出 費 目 内 訳 支出金額
高木基金の

助成金を充当

他の助成金

等を充当
自己資金

旅費・滞在費 講師交通費 100 100 0 0

機材・備品費 検体保管用冷蔵庫、発泡試験管立、消耗品など 216 216 0 0

会議費 24 24 0 0

協力者謝礼 クオカード 104 104 0 0

その他経費 発送費用、文具類など 40 40 0 0

合 計 484 484 0 0

助成先名 徳田 安春さん
助成金額 100 万円

連絡先など yasuharu.tokuda@gmail.com

助成のテーマ
沖縄県における肥満と血中の残留性有機汚染物質

perfluoroalkyl substances (PFAS)濃度の関連調査

1　徳田安春さん
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count 25% 50% 75% SD
178 17.00 45.00 56.00 65.75 97.00 55.15 15.95

BMI 174 15.40 22.50 25.50 29.98 48.70 26.48 5.41
L-PFHxS 178 0.19 1.73 3.83 7.48 38.72 5.38 5.42
L-PFHpS 178 0.01 0.13 0.22 0.35 1.20 0.25 0.20
L-PFOS 178 0.97 3.02 4.48 6.82 24.69 5.36 3.69
PFHxA 178 0.02 0.04 0.05 0.06 0.18 0.05 0.02
PFHpA 178 0.04 0.07 0.08 0.09 2.43 0.10 0.18
PFOA 178 0.34 1.19 1.87 2.50 5.83 1.98 1.05
PFNA 178 0.40 0.93 1.32 1.86 4.66 1.46 0.76
PFDA 178 0.11 0.23 0.32 0.47 1.51 0.38 0.22
PFUnDA 178 0.18 0.49 0.69 1.05 4.53 0.89 0.64
PFDoDA 178 0.02 0.04 0.06 0.11 0.37 0.08 0.06
PFTrDA 178 0.04 0.19 0.24 0.33 1.30 0.29 0.19
PFTeDA 178 0.06 0.10 0.14 0.18 0.31 0.14 0.05
SBP 175 73.00 118.00 130.00 143.50 172.00 130.49 18.33
DBP 175 42.00 67.00 77.00 87.00 110.00 77.30 13.29
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【調査研究の概要】

日本政府／沖縄防衛局は沖縄県名護市辺野古に米軍新基地の建設を行っており、2019 年 12 月から辺野

古崎の南側の浅海の建設予定地域に土砂を投入した。今後は辺野古崎北側（大浦湾西側沿岸近く）の海域

を埋め立てる計画である。この海域は湾奥からは複数の川が流れ込み、浅場と深場が存在していて湾内の

生物多様性を保証している。

大浦湾の生物調査はこれまで沖縄防衛局、日本自然保護協会、潜水チームすなっくスナフキン等によって

行われた。その結果、この湾は262種の絶滅危惧種を含む5300種の生物が生息する豊かな海域であること

がわかった。2019 年にアメリカの S. Earle 博士主催の NGO“Mission Blue”はこの海域を日本で唯一の

Hope Spot と認定した。しかしこれらの生物は、埋め立て海域においては死滅し、それ以外の部分でも海

水汚染により大きな影響を受ける運命にある。

上記の生物調査はどれも水深30m以浅のものだが、それ以上の深部に棲息している生物については未知で

あり、私達は深場の海底の生物層の調査を開始した。この調査を通して海底生物群の保全を訴えたい。

調査には水中ドローンを用い、埋め立て予定海域の深部近くの深さ40m-60mの海底撮影を行った。2回の

調査で計 220 分以上にわたる観察を行った。その結果、この海域は 30m 以浅と異なり、イシサンゴや海藻

はまず見られず、軟サンゴ類、ホヤ、コケムシが多かった。これらのほとんどは大浦湾からは報告されて

いないものと考えている。

【調査研究の経過】

2021年8月 本研究の進行につきメール連絡によるチームの相談開始。

11月 ORE社からROV、部品、水中ケーブルが東京に到着。東京経済大学のプールで組立ての練習

11月下旬～12月中旬 第1回調査（12月22日〜）のため航空機、レンタカー、宿舎等の予約。船長と気象／波

の予測について連絡。12月21日に船長の判断で調査は無理となり、予約すべてをキャンセル。

2022年 4月 20日～25日 第 1回調査実施

6月 22日～28日 第 2回調査実施

【今後の課題など】 短い調査時間ではあったが、これまで調べられていた大浦湾の深さ 0-30m の海域とは随分異な

る生物相が40-60mの海域に存在していることがわかった。今回の調査の問題は、得られた映像の画質が不十分であっ

たことである。実際、興味深い生物に遭遇しながら、映像の質が悪く生物種を同定できない場合がほとんどだった。

本調査が行われた深場は、米軍基地建設のために埋め立てが予定されている海域に隣接する海域で、おそらく地形

的に連続していると考えられ、ここで見られた生物群は埋め立てが行われる海域と同じ生物群であると考えられる。

これらの生物群は建設工事のために一部は生き埋めになり、また埋め立てを免れても工事の影響を大いに受ける運命

にある。このような調査をすることなく、大浦湾の深場を埋め立てると、沖縄の生物の多様性を大きく破壊してしま

うことになると考える。

会 計 報 告 書 の 概 要 （金額単位：千円） 充当した資金の内訳（金額単位：千円）

支 出 費 目 内 訳 支出金額
高木基金の

助成金を充当

他の助成金

等を充当
自己資金

旅費・滞在費 航空機、ﾚﾝﾀｶｰ、宿泊費、燃料費、高速道路料金等 395 395 0 0

資料費 新付着生物研究法 他 34 23 0 10

機材・備品費 ROV 借用料、中古パソコン、Win10、HDD 他 513 513 0 0

その他 ポケット WiFi2, ROV 輸送費、Li 電池輸送費等料 70 68 0 2

協力者謝礼 60 0 0 60

合 計 1,072 1,000 0 72

グループ名

・代表者名

大浦湾海底生物調査会

馬渕一誠さん 助成金額 100 万円

連絡先など issei.mabuchi@gakushuin.ac.jp

助成のテーマ 沖縄県名護市大浦湾の海底生物調査

2　大浦湾海底生物調査会
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2022/9/3-4 高木基金 成果発表会 当日資料

【調査研究の概要】

私たちの活動は地元に計画がある事を知った産業廃棄物処分場計画が、町民に説明されないままに進んでいる

こと、その地域は水道が無い地域でそれは困る！と声を上げました。産業廃棄物処分場について学び、知意識を

持ち業者の計画を理解することから始まりました。調べていくうちに北海道の許可が出たのは胆振東部地震の前

で、現地は地震で山が崩れたり地割れが走ったりと大きな被害があった地域だとわかりました。業者は業者の物

差しで問題ないと北海道に説明していますが、北海道はそもそも許可に地震の影響を勘案する必要は無いという

立場で、現状と法律がかみ合わないと私たちは感じています。許可の後に大きな環境の変化が起きるという今ま

でに無い案件に環境省も及び腰で北海道と責任の押し付け合いをしています。

そういう中、胆振東部地震で崩落が多く起きていて、低い山でも遠くまで崩落している、谷の土砂が流れている

等、普通の崩落とは違う事に着目して原因を北海道大学の桂先生が調べていました。地震の被害があった一帯の

地層を調べたところ9000年前の地層の火山灰が岩盤の上で水分を充分に含んで飽和状態で 小さな揺れでも崩

落する準備が出来ていたという事を突き止めました。私たちも実際にその火山灰を見せて頂きましたが、水分を

含んで重い火山灰で、手でつぶすとすぐ崩れるという状態でした。まさに産業廃棄物処分場の予定地も山が崩れ

ています。そのような場所ははたして何年も管理が必要な産業廃棄物処分場に適しているのか再び北海道に問う

て行きたいと思います。

【調査研究の経過】

2021/8/20 みんなで話す会 あびらの自然を守る会発足

9/26 第１回 河川水質検査 9/27 第 3回学習会 講師 藤原寿和氏

11/ 1 町長と話す会

11/21 専門家と話す会 講師 藤原寿和氏 坂本博之氏

11/22 道庁に公開質問状提出 記者会見

12/ 4 第2回 河川水質検査

2022/1/22 みんなで話す会（コロナ禍により中止）

3/10 あびらの自然を守る会設立総会

5/ 8 第4回学習会 講師 織あけみ先生

5/30 あびらの自然を守る会総会

6/ 5 第3回 河川水質検査

6/17 北大の桂先生と懇談

・通信発行 4号（2021/8/1）、5号（9/1）、6号（10/20）、7号（12/1）、8号（2022/4/1）、9号(6/20)

会 計 報 告 書 の 概 要 （金額単位：千円） 充当した資金の内訳（金額単位：千円）

支 出 費 目 内 訳 支出金額
高木基金の

助成金を充当

他の助成金

等を充当
自己資金

旅費・滞在費 314 310 0 4

資料費 情報開示請求代、本代 10 0 0 10

機材・備品費 ビデオカメラ 157 40 0 117

会議費 会場費 22 0 0 22

印刷費 通信 8 回分 197 190 0 8

協力者謝礼 6 名分 60 60 0 0

その他経費 通信費、消耗品、送金手数料 29 0 0 29

合 計 789 600 0 189

グループ名

・代表者名
あびらの自然を守る会 内藤 圭子さん

助成金額 60 万円

連絡先など angus@phoenix-c.or.jp

助成のテーマ
北海道庁が産業廃棄物処分場計画の許可プロセス見直しと

地域環境リスク評価に関する調査研究

3　あびらの自然を守る会
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【調査研究の概要】

宮城県大崎市においては2020年度より放射能汚染廃棄物（汚染稲わら、汚染牧草など）の一斉焼却が開始された。

この焼却は市内3か所の一般ごみ焼却施設において7年間継続する。これにより周辺住民の懸念や不安が大きい。

2018-19年の試験焼却時に我々が実施したリネン吸着法による監視において、風下方向にセシウム粉じん濃度の高い場

所が発見され、しかも季節による風向の変化に対応してこの最大濃度地点も変化した。このことは焼却炉からセシウ

ムを含む微小粉塵漏れがあることを強く示唆している。

そこで本研究では、これら風下地域の住民に内部被ばく差があるかどうかを尿検査により調査した。またその結果

を南相馬20ミリ基準撤回裁判原告の尿検査やリネン吸着法結果と比較することで、セシウムの摂取レベルや経路の差

異などを明らかにすることも目的とした。

玉造クリーンセンター周辺住民の尿検査結果ではリネン吸着法濃度との相関関係が見られた。すなわち焼却炉風下2

㎞周辺の住民の24時間尿中排泄量は、その地域の他グループ住民と比べ中央値で約2倍多かった。一方で他の2箇所の

焼却施設周辺では、玉造CCほど明瞭な差は見られなかった。この理由としては、リネン設置場所と集落や人口の状況

が異なり、グループ毎の尿検査受検者数に不均一が生じたこと、焼却施設周辺の地形の違いによる排ガスの滞留度合

いの違いなどが考えられる。

今後はリネン吸着法と共にハウスダストを大気中粉じんセシウム濃度の指標として用いることを計画している。

【調査研究の経過】

2021年3月～7月 玉造クリーンセンター周辺住民40名の尿およびコメ検査実施

7月～10月 中央クリーンセンター周辺住民43名の尿およびコメ検査実施

10月～12月 東部クリーンセンター周辺住民41名の尿およびコメ検査実施

11月 3日 大崎市放射能ごみ焼却住民訴訟で裁判所が玉造CCでの排ガス実測定を認めたため環境省の「公定法」の時間延長

を提案。実測定を実施した結果、大崎市が根拠とするバグフィルター集塵率論文（国環研大迫論文）の3倍から12倍の

ばいじん（重量）漏れを立証した、セシウムは希釈濃度が大きいため公定法での検出はできないことを立証した。

12月 14日 第 22回環境放射能研究会の論文集Proceedings（査読付き）に「福島原発事故による南相馬市の住民の尿中放射

性セシウム濃度測定による内部被ばく調査」（英文）掲載された。

2022年 1月 宮城県大崎市放射能ごみ焼却住民訴訟の原告側意見書として玉造CCの尿検査結果をまとめ、原告側証拠として提出。

5月 ブックレット「続・木質バイオマス発電を考える」を発行。約500部頒布。宮城県大崎市での放射能ごみ焼却での

排ガス調査結果の解説や、周辺住民の尿検査による内部被ばく実態など盛り込んだ。

会 計 報 告 書 の 概 要 （金額単位：千円） 充当した資金の内訳（金額単位：千円）

支 出 費 目 内 訳 支出金額
高木基金の

助成金を充当

他の助成金

等を充当
自己資金

旅費・滞在費 仙台往復 15 回 裁判期日、現地調査など 304 0 0 304

資料費 論文、文献等購入 7 0 0 7

印刷費 報告書、パンフレット発行 1 0 0 1

外部委託費

尿検査 120 人分×9000 円、屋内リネン 10 か所×

12000 円、コメ、野菜等 20 検体×3000 円、南相

馬原告フォローアップ尿検査 50 人×9000 円

1,715 500 1,000 215

運営経費 事務消耗品、通信費等 1 0 0 1

合 計 2,029 500 1,000 529

グループ名

・代表者名

福島老朽原発を考える会（フクロウの会）

青木 一政さん 助成金額 50 万円

連絡先など QZL00322@nifty.com

助成のテーマ 放射能ごみ焼却炉周辺住民の尿検査による内部被ばく調査

4　福島老朽原発を考える会
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【調査研究の概要】

日本原子力研究開発機構（JAEA）の東濃および人形峠で保管しているウラン鉱石やウランを吸着させた樹脂

等の米国ユタ州のホワイトメサ製錬所への輸出問題について調査を行いました。ホワイトメサ製錬所の周辺は、

製錬所から出る残渣ダムなどの影響から、汚染がみられると報告されていますが、近郊にはユートマウンテンユ

ート族のホワイトメサ居留地があり、住民は施設の運転に反対し続けています。本調査では、製錬所や周辺住民

の状況などを調査するとともに、地元の運動との連携を強め、今後の運動に活用することを目的としています。

また、申請当初はホワイトメサ製錬所を焦点に調査する予定でした。しかし、2021 年 10 月に閣議決定された

第 6 次エネルギー基本計画において、廃炉で生じる大型機器（廃棄物）の海外処分の実施方針が書き込まれた

ことから、米国で、廃炉に伴う大型機器の金属リサイクルを行っている Energy Solutions 社も調査対象に加え

ました。

2022 年 3 月 31 日～4 月 10 日にかけて現地調査を実施しました。現地では、ユタ州のウラン開発の状況を視

察したうえで、ホワイトメサ居留地とホワイトメサ製錬所、大型金属等を処分しているクライブ処分場の訪問、

ユタ州の放射性物質等の管理当局との面談などを行いました。また、現地の運動団体などと今後の運動などに関

しての関係性を構築しました。現地調査や国内での資料調査の成果は 8 月 20 日付毎日新聞 1 面などの報道につ

なげました。

【調査研究の経過】

2021年 7月～2022年 2月 現地住民と共同で日本原子力研究開発機構（JAEA）への中止申し入れ。国会議員への働きかけ

3月 2日 原子力資料情報室として声明発表「放射性廃棄物の海外輸出は許されない 日本原子力研究開発機構は資源と

称して核のゴミを輸出する計画を直ちに撤回すべき」を発表

3月 31日～4月 10日 訪米調査

5月 19日 訪米報告会「日本のウランのごみがアメリカに輸出されようとしている」開催

6月～7月 原子力資料情報室通信に「訪米報告 ユタ州、アメリカのウラン開発と日本のウランのごみ」（前後編）を掲載

8月 18日 毎日新聞報道「ウラン鉱石、米国に輸出へ 半世紀前の計画頓挫で残された後始末」

8月 26日 公開質問状をJAEA、双日マシナリーに送付

【今後の展望など】

日本原子力研究開発機構は現時点では双日マシナリーとの委託契約は締結したものの、White Mesa 製錬所を保有

する Energy Fuels 社との契約は未締結の模様。一方、情報公開請求で入手した双日マシナリーへの仕様書によれば、

令和 3～4 年度で輸送を完了させることとなっている。国内外で問題を提起することで、計画遅延、阻止を目指す。

会 計 報 告 書 の 概 要 （金額単位：千円） 充当した資金の内訳（金額単位：千円）

支 出 費 目 内 訳 支出金額
高木基金の

助成金を充当

他の助成金

等を充当
自己資金

旅費・滞在費 訪米調査航空券、滞在費、移動費など 395 395 0 0

資料費 資料代 69 69 0 0

外部委託費 報告会講師謝礼 22 22 0 0

その他経費 土産代 14 13 0 1

合 計 501 500 0 1

参考文献（ウェブサイトや書籍、成果物など）

・原子力資料情報室通信「訪米報告 ユタ州、アメリカのウラン開発と日本のウランのごみ」

2022 年 6 月（前編）https://cnic.jp/44024、7 月（後編）https://cnic.jp/44234

グループ名

・代表者名

原子力資料情報室

伴 英幸さん 助成金額 50 万円

連絡先など contact@cnic.jp

助成のテーマ 日本の核のゴミの海外輸出

5　原子力資料情報室
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【調査研究の概要】

2021年4月13日、政府は関係閣僚等会議において、東京電力福島第一原発で発生し、ALPS等によって処理した上

でタンクに貯蔵されている汚染水の海洋放出を、2023年の春を目処に実施することを決定した。海洋放出を問題視・

不安視する市民は多いが、東電の多核種除去装置（ALPS）などでまったく除去ができないトリチウムを測定できる市

民測定室は、たらちねを除いて国内には存在しない。福島第一原発周辺にアクセスできる地理的条件からしても、測

定体制からしても、批判的立場から福島の海のトリチウム調査ができるのは、現在、当測定室以外にはない。

以上を踏まえ、たらちねでは、年4回の沖合調査と年2回の沿岸調査を実施している。沖合調査では、福島第一原発

沖合1.5km付近の4定点で表層・底層の海水を採水するとともに、釣りにより魚類を採取している。沿岸調査は、沿岸

の漁港や砂浜などの北側4定点・南側4定点を定め、海水を採水している。

採取した海水は、電解濃縮法による前処理を実施し、液体シンチレーションカウンターで測定をした。2021年度は、

福島の海で採取したすべての海水が検出限界（0.14～0.17Bq/L）を下回るという貴重な結果が得られた。

なお、電解濃縮法を用いることで、福島県内外の各地の陸水、雨水、水蒸気、および川内原発・高浜原発近くの海

水などからは、トリチウムを検出することができた。

また、魚の身の中にH2Oとして存在するトリチウム（組織自由水型トリチウム）については真空凍結乾燥法によって

捕集し、魚の身の中の有機物として存在するトリチウム（有機結合型トリチウム）については石英管燃焼法によって

捕集し、それぞれを測定する体制を整えた。

【調査研究の経過】

2021年 8月 24日 福島第一原発沖合海洋調査・富岡港採水

11月17日 福島第一原発沖合海洋調査・富岡港採水

11月 沿岸定点の採水（相馬港・萱浜海岸・請戸港・双葉海水浴場・熊川河口・岩沢海水浴場・小名浜港）

2022年 2月 24日 福島第一原発沖合海洋調査・富岡港採水

3月5日 たらちね活動報告会

3月 8日 第 23回「環境放射能」研究会で発表

4月 14日 いわき市長に「東京電力福島第一原子力発電所汚染水放出に関する環境モニタリングの官民

連携についての要望」を提出

4月 いわき市内の県漁連・漁協関係者に海洋調査の報告を提出

5月 12日 福島第一原発沖合海洋調査・富岡港採水

6月 28日 有機結合型トリチウム測定の前処理のための石英管燃焼装置の導入

会 計 報 告 書 の 概 要 （金額単位：千円） 充当した資金の内訳（金額単位：千円）

支 出 費 目 内 訳 支出金額
高木基金の

助成金を充当

他の助成金

等を充当
自己資金

旅費・滞在費 ガソリン代・宿泊費（福井県）・海洋・沿岸(各 4 回) 53 53 0 0

機材・備品費 ポリタンク(8 ケ),2L ボトル(6 ケ) 15 15 0 0

協力者謝礼 ボランティア 2 名(計 4 回) 80 80 0 0

外部委託費 用船料(計４回) 352 352 0 0

人件費
スタッフ 3 名（海洋調査試料の分析に携わる時間

から概算）
1,836 0 0 1,836

合 計 2,336 500 0 1,836

グループ名

・代表者名

いわき放射能市民測定室 たらちね

鈴木 薫さん 助成金額 50 万円

連絡先など mrlf@tarachineiwaki.org TEL: 0246-92-2526

助成のテーマ
たらちね海洋調査

～東京電力福島第一原発周辺海域における海水のトリチウム濃度の測定と記録～ ①
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【調査研究の概要】

本研究は、西日本を中心に拡大を続けている放置竹林に着目し、その資源管理や地域内での有効活用法の確立

を目的とした。放置竹林は、適切な間伐などの管理が行われていないために、年々その面積を増加させ、山林や

田畑の侵食や景観の破壊などが問題となっている。本研究では、兵庫県丹波篠山市を調査対象地とし、竹資源の

地域単位での循環（活用）を目指して、竹林の種類や状況の現地調査に加えて、資源量の推定のための竹林調査

ならびにアロメトリー式の作成を行った。また教育普及のために行政と連携し、竹林整備パンフレットを作成し

た。これらによって竹林整備の機運の醸成→竹林整備の実施→伐採後の竹林の農業利用→適切な資源管理→放置

竹林による諸問題の解決を目指すことを目標とした。

調査の結果、丹波篠山市内の調査可能であった約 1,200 箇所の竹林について、その面積、伐採難易度、タケの

種類、場所などを明らかにすることができた。また資源量調査のために、無作為に抽出したマダケ林、モウソウ

チク林のそれぞれ 3 か所について、100 ㎡あたりの竹の本数ならびに胸高直径、胸高直径 2cm 刻みで竹を伐採

し、稈・枝・葉のそれぞれの資源量を調査しアロメトリー式を作成し、資源量の把握ができるようにした。竹チ

ップの新たな利用法として、花き栽培（キク）への栽培試験を行い、一定の効果があることを明かのすることが

できた。今後は、竹チップの利用法を確立し、地域内で資源循環ができるように研究を継続したい。

【調査研究の経過】

2021年 8月 1日 丹波篠山市役所農村環境課担当職員と協議、竹林所有者への研究説明

8月 3日 大阪府立園芸高等学校にて竹チップを用いた花き栽培の共同研究を開始

※以降1か月に1回程度の協議、試験のデータ収集を2022年 8月現在まで実施。

8月 16-17日 丹波篠山市の竹林調査として、了承の得られた竹林内に10×10mのプロットをはり、毎竹調査を

実施。竹の直径階2cmごとに各2本をサンプリングし、重量を計測。※以降1週間に2回程度、

10月下旬まで実施。

9月 2日 丹波篠山市内の竹林の管理状況を調査（管理竹林か放置竹林か、生息場所は山林か田畑かなどを

調査）※以降1週間に2回程度、10月下旬まで実施。

10月 1日 竹文化振興協会 「竹」第147号（寄稿・掲載）「たけかんむりのまち、兵庫県丹波篠山市における

竹林整備と竹の農業利用について考える～官民一体となった竹座談会の開催～」

2022年 2月 8日 丹波篠山市役所農村環境課と竹林整備パンフレットについて協議、素案作成

3月 21日 日本緑化工学会に投稿（現在査読中）

4月 1日 竹林パンフレット完成、印刷製本

【今後の展望など】・地域おこし協力隊などと連携して、竹林整備の講習会や竹チップの利用法を確立していきたい。

また、行政と連携して、市民への竹チップの供給方法を確立し、竹資源を用いた市民科学の進展を目指したい。

・近隣の農業高校と連携し、様々な農業分野での竹チップの活用法を研究する。2022 年 9 月からは、ハボタンやビオ

ラなどの花壇苗の栽培試験を実施する予定である。

会 計 報 告 書 の 概 要 （金額単位：千円） 充当した資金の内訳（金額単位：千円）

支 出 費 目 内 訳 支出金額
高木基金の

助成金を充当

他の助成金

等を充当
自己資金

旅費・滞在費 竹林整備ガソリン代、竹破砕機運搬費 9 9 0 0

印刷費 竹林整備マニュアル印刷費 z 220 94 0 126

機材・備品費 はかり、計測用資材、車両賃借料、竹破砕機運搬費 55 55 0 0

外部委託費 ArcGIS データ調整費・英文校閲費 269 100 0 169

協力者謝礼 22 22 0 0

合 計 575 280 0 295

助成先名 菊川 裕幸さん
助成金額 28 万円

連絡先など ag19041@s.okadai.jp

助成のテーマ 兵庫県丹波篠山市における竹資源量の調査と竹の有効利用法の検証
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【調査研究の概要】

太平洋核実験で被災したマグロ漁船の調査を始めて35年の時間が流れた。それまで、ビキニ水爆実験で被ばくし

たのは第五福竜丸だけであると多くの人たちが思い込まされていた。しかし、当時は500隻を超えるマグロ漁船が操業

しており、それらの漁船は汚染したマグロを廃棄したことが明らかになっている。当然、その漁船に乗っていた船員

も被ばくしている。彼らはの中には、がんの発症などで早くから亡くなっている者がいる。

現在、被ばくした元船員とその遺族は、補償を求める裁判を起こしている。

一方、アメリカや日本の秘密文書も少しずつ開示され、隠された歴史に光が当たってきている。医学的な面では、

内部被ばくや低線量被ばくについて注目されるようになっている。

一昨年から取り組んでいる「ビキニデーin高知」は、これまでの研究の成果や市民運動の経験が集まる場所と機会

になっている。また、ヒロシマ・ナガサキ・フクシマの被ばく者や世界中の核被害者と連帯して核兵器廃絶と救済措

置を実現する取り組みを進める可能性が生まれている。

今後さらに調査研究が進められなければならない。そして、学校教育における教材化や一般書としての普及活動な

ども求められている。

【調査研究の経過】

2021年 6月 15日 資料集「ビキニ事件はまだ終わっていない」発行

6月 19日 土佐佐賀でビキニ被災調査を行い、計８名が元船員の自宅を訪問

9月 19日 近海マグロ船、船内見学会(室戸)約30人が参加。

11月 25日 県健康対策課との懇談

12月 6日 室戸市長と懇談

12月 23日 元船員聞き取り調査。支援物資を届ける(室戸)

2022年 1月 15日 ビキニデーin高知 室戸準備会。元船員訪問

2月 1日 室戸調査 檜垣さん(第 7幸鵬丸)、宮崎さん(第 7孝栄丸)訪問

3月 10日 ビキニデーin高知 室戸船主組合訪問 後援承諾

3月 12日 高知県主催「放射線被ばくを理解するためのシンポジウム」 シンポジストとして参加

5月 6-7日 ビキニデーin高知 室戸フィールドワーク

5月8日 ビキニデーin高知 全体集会(高知市)

6月17日 ビキニ裁判:高知地裁が証拠保全で4人の原告(元漁船員)を証人尋問(土佐清水市)

長崎とビキニの二重被ばく者の元船員(第11冨佐丸)聞き取り調査

6月21日 高知大学地域協同学部 森チーム室戸調査協力

7月7日、11日 室戸調査 第５良栄丸等

7月11日 ビキニ裁判:東京地裁で第1回口頭弁論

7月26日 土佐清水で元船員証言記録づくり

会 計 報 告 書 の 概 要 （金額単位：千円） 充当した資金の内訳（金額単位：千円）

支 出 費 目 内 訳 支出金額
高木基金の

助成金を充当

他の助成金

等を充当
自己資金

旅費・滞在費 研究・調査旅費、講師旅費 269 269 0 0

会議費 高知会場、室戸会場 68 68 0 0

印刷費 資料作成印刷代一部負担 500 0 0 500

外部委託費 ビキニデー高知研修バスなど 103 103 0 0

その他経費 90 60 0 50

合 計 1,030 500 0 530

グループ名

・代表者名

太平洋核被災支援センター

濵田 郁夫さん 助成金額 50 万円

連絡先など okuidamaha@kbe.biglobe.ne.jp

助成のテーマ
太平洋核実験による放射線被災実態を解明し，被災船員救済のための研究をすすめる。－

国内外の研究者との協力によるビキニ事件の情報開示・解説資料普及の取り組み－
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【調査研究の概要】

東京電力福島第一原発事故について、政府、国会など四つの事故調査委員会は、2012年までに報告書を公表した。

それらは今からみると不十分で、未解明の事項が数多く残されていた。また政府事故調が収集した一次資料（約2000

タイトル）は未公開のままだ。2012年以降、検証の場は、主に法廷に移っているが、裁判で提出された内部文書など

は、体系的には保存されていない。

本プロジェクトでは、特に事故が起きる前の経緯、原因解明に特化して、事故調文書と裁判関連の文書を収集し、

誰でも閲覧や検索が可能なデータベースを構築することを目指している。本プロジェクトは、2020年 10月に、『東電

原発事故の資料』のウェブサイト（https://database.level7online.jp/）を開設し、収集した資料を公開している。

21年度は、原子力規制委員会が開示した検察供述調書、証人尋問調書や、法務省が開示した東電内部の電子メールな

ど５千ページ以上を新たに追加した。

東電内部のメール61通は、2008年から2011年にかけて、東電の関係者が、社内や他の電力会社とやりとりしたも

のだ。東電内部で津波のリスクについてどのように認識していたか、そして外部の専門家に根回したり、他の電力会

社に圧力をかけたりして、津波対策の遅れが露見しないよう工作していた状況を物語る、第一級の資料である。

【調査研究の経過】

2021年 9月 国家賠償請求訴訟の高松高裁判決の取材

10月 宮城県が県防災会議の会議録や資料を開示

10月 原子力規制委員会が東電原発事故に関する国家賠償請求訴訟に提出した文書を開示（一部先行のもの）

10月 法務省が、東電原発事故の刑事裁判における捜査報告書を開示

2022年 3月 原子力規制委員会が、東電刑事裁判での検察供述調書、証人尋問調書60通を公開

5月 開示資料の解説記事「国の責任を考える」連載をlevel7onlineで開始。

6月 避難者訴訟の最高裁判決を取材

7月 東電株主代表訴訟の東京地裁判決を取材

【今後の課題】・開示文書を、そのまま未加工で公開しただけでは、量が多いためどれが重要なものかわかりにくい。

また文書間の関係も見えにくい。いくつかの文書をピックアップし、具体的に文書を読み解く解説記事を作成する

と、開示文書が読まれ、利用数が多くなることがわかった。今後もこのような利用促進策を考えたい。

・事故前の重要な意思決定の場となった国や電力会社の会合などを、時系列に並べて年表形式で表示し、それに関連

した資料をそこからのリンクで見られるように整理することを検討したい。サーバー費用をできるだけ節約しつつ、

この形式を可能にする展示方法を探す。

【実施計画】・政府事故調が、収集した文書2万5千ページ以上を2023年7月に開示するので、そのコピーを入手し、整

理、公開する。すでに開示されている文書で、まだDBに収録していないものの整理を進める。

会 計 報 告 書 の 概 要 （金額単位：千円） 充当した資金の内訳（金額単位：千円）

支 出 費 目 内 訳 支出金額
高木基金の

助成金を充当

他の助成金

等を充当
自己資金

旅費・滞在費 裁判における証人尋問取材、裁判資料閲覧など 583 280 0 303

資料費 内閣府と法務省への開示請求手数料 500 枚分 66 50 0 16

運営経費 データ保存用クラウド、公開用サーバー 使用料 30 30 0 0

合 計 679 360 0 319

参考文献（ウェブサイトや書籍、成果物など）

・東電福島原発事故の資料ウェブサイトhttps://database.level7online.jp/

・岩波『科学』2021年 11月号「長期評価の“信頼性”をめぐり分かれた司法の判断」

・『週刊金曜日』2022年７月29日号 「東電旧経営陣４人に13兆円賠償を命令」

グループ名

・代表者名

裁判文書・政府事故調文書アーカイブプロジェクト

添田 孝史さん 助成金額 40 万円

連絡先など takashi.soeda@gmail.com

助成のテーマ 東電原発事故の裁判資料や政府事故調資料の公開データベース整備拡充
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2022/9/3-4 高木基金 成果発表会 当日資料

【調査研究の概要】

米子市・境港市・鳥取県は、島根原発から 30 ㎞圏に位置し、避難計画の策定を義務づけられている。しかし

“周辺地域”として原発稼働の判断への同意（拒否）権はなく、議会や住民の間で、原発事故の影響や避難の実

相等について、丁寧な情報共有や十分な議論は行われていない。

そこで、”周辺地域”の原発事故の影響や、避難計画の現状と課題を生活者の目線で可視化・共有し、住民が未

来の選択として原発稼働の是非を判断する機会を創ることをめざして、下記の調査研究を行った。

「原発災害時の避難に関する調査」として、①原発 30 ㎞圏内の障害者・高齢者社会福祉施設アンケート、②安

定ヨウ素剤の自主配布会、③避難の受入れ先 8 自治体アンケートを実施した。現場では避難や屋内退避に様々

な課題や不安、不確定要素があり、避難行動要支援者や施設スタッフ、受入れ自治体等が困難を抱えるリスクに

加え、30km 圏外も原発稼働の是非の当事者であることが明らかになった。

「島根原発事故時の被害予測」について、鳥取県 HP「経済波及効果推計ツール」を用い試算を行った。生じう

る経済効果（消費・生産活動等）が原発事故・住民避難により減少した場合、鳥取県 30km 圏で GDP 損失は県

予算の 5 割程度におよぶ可能性のあることが明らかになった。また島根原発稼働と住民参画等について、市議

会議員選挙候補者にアンケートを行い結果を公表した。

これらについて、上映会での対話の場や、新聞折込チラシ、Web 等で情報発信を行った。本調査研究を活かし、

より広い層が原発に主体的に向き合うための情報発信や対話の場づくりをつづけ、稼働の是非判断への住民の参

画促進と公論形成を働きかけていく。

【調査研究の経過】

2021年 9月 鳥取県UPZ圏内高齢者介護施設および障がい者事業所へのアンケート調査実施（113か所・郵送）

11月 鳥取県UPZ圏内高齢者介護施設および障がい者施設への電話確認・再送・アンケート回収・取りまとめ

12月 院内集会＆政府交渉「原発の避難計画の実効性を問う」にオンライン参加、鳥取・島根から報告

2022年 1月 境港市議会議員選挙候補予定者に「島根原子力発電所の地元同意についてのアンケート」を実施し公表

原発事故時の避難者受け入れ8自治体へのアンケート調査実施

2月～3月「原発災害時の初期対応である屋内退避について、住民に具体的な説明ができるように、早急に実施計画を作成する

ことを求める陳情」を提出（境港市・米子市・鳥取県議会）

：境港・米子市議会で陳述を実施、鳥取県議会では陳述不許可（すべて不採択）

「ウクライナ原発危機と日本の原発リスク評価解説」（作成：上岡直見氏・環境経済研究所）を鳥取県・米子市・

境港市議会全議員に配布

5月 米子市議会議員選挙候補予定者に「島根原発に関するアンケート」を実施し公表

新聞折込チラシを作成、鳥取県西部に折込配布（約5万枚、上映会告知・安定ヨウ素剤の重要性＆配布会告知・

島根原発事故の被害予測）

7月 「みんなのファクトチェック 島根原発」 https://factchk.wixsite.com/shimane を作成、公開

会 計 報 告 書 の 概 要 （金額単位：千円） 充当した資金の内訳（金額単位：千円）

支 出 費 目 内 訳 支出金額
高木基金の

助成金を充当

他の助成金

等を充当
自己資金

旅費・滞在費 旅費（鳥取↔米子 5 往復）、専門家旅費 78 0 0 78

印刷費 折込 B4 チラシ、チラシ 2 種 163 163 0 0

外部委託費 サイト作成費、チラシ折込料 345 345 0 0

会議費 上映会上映料、会場費 114 114 0 0

その他の経費 アンケート切手代、事務用品、安定ヨウ素剤他 205 178 0 27

合 計 905 800 0 105

グループ名

・代表者名

えねみら・とっとり〈エネルギーの未来を考える会〉

山中 幸子さん 手塚 智子さん
助成金額 80 万円

連絡先など
arisaema35@outlook.jp 、

sonnenschein_100906@apost.plala.or.jp

助成のテーマ 島根原発稼働の是非判断への周辺地域住民の参画促進（公論形成）に関する調査研究
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【調査研究の概要】

福島第一原子力発電所の事故以降、環境省は、宅地周辺の表土を削る程度の不十分な除染で住民の帰還を強制

してきた。一方、宅地と農地以外の森林は放置された。これらを除染するために汚染木を伐採して何とバイオマ

ス発電という天然資源を原料にという事業を農林環境整備交付金という助成金をつけて促進してきた。

山林除染の事業はこれまでは、目立たないように福島周辺で始めてきたが、ついに福島県内の田村郡大越地区

で田村バイオマス発電事業を計画し、再汚染を危惧する住民の反対を押し切って 2021 年 4 月から本格稼働を始

めた。2019 年 9 月より、住民は『大越町の環境を守る会』を立ち上げ裁判を起こしている。

大越地区は福島第一原発の西側に位置し、汚染による主方向である北西から外れていたため、県内では比較的

汚染が少ない地域で、事故後も住宅地の除染は行わないまま、住民は移住せずに生活してきた。大越地域は、海

底で堆積した古い地層が隆起した阿武隈山地の中にあるため、花崗岩質による自然放射能やセシウムを引きつけ

ることで放射能測定での考慮が必要になってきた。

日の出町のエコセメント化施設でも原発事故以降、多摩地域から高濃度に濃縮された放射能汚染焼却灰が持ち

込まれ処分された。たまあじさいの会は、施設稼働に伴うばいじんによる大気放射能汚染と大気経由で地上への

降下放射能汚染を「NPO 法人放射能市民監視センターちくりん舎」のゲルマニウム半導体検出器による正確な

計測により裁判においても実証してきた。

たまあじさいの会は、これまでの調査からの知見などを大越の住民と共有することで効率的な問題解明に寄与

できると考え今回の調査を企画した。具体的には、①バグフィルタの粉塵捕捉率の科学的検討、②リネン吸着法

による大気中浮遊セシウム粉塵の検知、③施設周辺空間線量率・土壌表面密度の知見、④山間部施設からの局地

気象による大気汚染の特性、⑤小学生登校時と山風による汚染濃縮の時間帯の一致と健康被害、等である。

事業者側は、バグフィルタの後段に HEPA フィルタ―を設置したので汚染はほとんどないと主張している。

しかし、HEPA フィルタ―の排ガス処理能力など技術的に不整合な点から考え見せかけのものと思われるため、

大越バイオマス施設からの周辺への放射能汚染を明らかにし、バイオマス施設が放射能汚染をあらたに大越地区

にもたらしかねないものであることを検証・証明することを意図した。

会 計 報 告 書 の 概 要 （金額単位：千円） 充当した資金の内訳（金額単位：千円）

支 出 費 目 内 訳 支出金額
高木基金の

助成金を充当

他の助成金

等を充当
自己資金

旅費・滞在費 高速料金 練馬―船引三春、ｶﾞｿﾞﾘﾝ代、宿泊費 160 40 0 120

機材・備品費 リネン、旗竿 20 0 0 20

外部委託費 ちくりん舎 リネン分析費用 9 千円×40 本 360 360 0 0

その他の経費 会議費、配送費用等 134 0 0 134

合 計 674 400 0 274

グループ名

・代表者名

たまあじさいの会

古澤 省吾さん 助成金額 40 万円

連絡先など chakomango1954@gmail.com

助成のテーマ 田村バイオマス発電所の稼働による周辺への放射性物質汚染の計測と記録結果の拡散
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【調査研究の概要】

市民科学研究室は、2020 年 10 月 18 日に調布市で起こった、東京外環道トンネル工事に伴って発生した陥没

事故の被害実態の究明と問題の解決に向けて、地元住民と「外環振動・低周波音調査会」を結成し、毎月 3 回

ほどの定例会を持ちながら、現地での調査を続けている。巨大なシールドマシンによる地下 40 メートルでの掘

進工事によって微振動と聴覚範囲外の周波数を含むだろう低周波音が長期にわたって発生したが、その双方を地

上の住民らが持続的に（平均して 1 カ月弱）曝露した。聞き取り対象 25 名（女性 18 名、男性 7 名）のうち何

らかの大きなストレスや精神苦痛を覚えた者が 15 名、特徴的な病状（めまい、耳鳴りのような圧迫感、夜中の

突然の目覚め、聴覚過敏、嗅覚喪失など）を発症したものが 13 名、そしてそのうちの 6 名（すべて女性）が工

事停止後も過敏化した症状に今なお苦しんでいることが判明した。また、建物に生じた損壊については―事業者

は自ら「補償対象地域」を決め、工事前から発生していただろう経年劣化もいっしょくたにして個別の「補修」

でことを済ませようとしている―その全貌を把握するために、1 件 1 件を巡りながら写真を撮り記録した（合計

177 軒）。Google Street View の過去の写真との照合などを経て、トンネル直上エリアを中心に、損傷が工事後

に新たに発生したと確定できた事例が 25 軒、工事に起因すると強く疑われる事例（地面の沈下・隆起による、

大きい亀裂、門や扉やブロック外壁に隙間や傾斜）が 34 軒あることが判明した。調査会では、今後、リニア中

央新幹線を含めて大深度地下工事で発生する恐れのある種々の被害を防ぐためには、発生する振動を常時モニタ

リングする必要を痛感し、簡易な振動計（中古 iPhone を活用）を個々の住宅に設置して Wi-Fi を用いてデータ

を自動記録するシステムを開発した。その普及にも現在努めている段階である。

【今後の展望など】

・「建物被害調査」と「振動・低周波音健康被害の聞き取り調査」を、狛江市と世田谷区の外環トンネル工事エリアに

も拡張し、埋もれたままになっている被害の実態を調布エリアでのそれと合わせて少しでも明らかにする。

・私たちが調布市で行った調査で得た知見をもとに、私たちがすでに数件のお宅に設置を試験的に開始している簡易

な振動計（中古の iPhone に新規改良を加えた振動計アプリを入れたもので WiFi によって 24 時間連続的にデータを

取得できる）を、関連するこれらのエリアの多数の家屋内に設置してモニタリングを実施する。

・これまでの被害調査の結果をわかりやすくまとめ、振動計モニタリングの意義を知ってもらうためのパンフレット

を作成し、広く普及させる。

・関連分野の専門家と事業者側を招いての公開討論会を実施し、大深度地下工事の問題点やリスクを徹底的に明らか

にし、公共事業として何をどう改めるべきかを広く行政担当者ら市議・都議・国会議員らにも認識してもらう。

会 計 報 告 書 の 概 要 （金額単位：千円） 充当した資金の内訳（金額単位：千円）

支 出 費 目 内 訳 支出金額
高木基金の

助成金を充当

他の助成金

等を充当
自己資金

旅費・滞在費
現地と市民研事務所の往復 20 回

専門図書館・専門家訪問など 20 回
146 146 0 0

資料費 論文、専門書籍など 50 点 33 33 0 0

機材・備品費 低周波音計測器（デモ機）使用料 96 0 96 0

会議費 報告会開催会場費広報費用など 215 200 15 0

人件費 月 30 時間☓2 人(データ収集と検討) 720 560 160 0

その他の経費 印刷費、協力者謝礼、通信費・郵送費 21 21 0 0

合 計 1,231 960 271 0

グループ名

・代表者名

外環振動・低周波音調査会

上田 昌文さん 助成金額 96 万円

連絡先など ueda.akifumi@shiminkagaku.org

助成のテーマ
外環道大深度工事で発生した振動・騒音・低周波音による被害の実態把握とそれへの

対策に関する調査
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(ご参考：高木仁三郎市民科学基金 役員・事務局一覧)

● 理事会

代表理事 河合 弘之 弁護士、さくら共同法律事務所 所長

代表理事 高木 久仁子

理事 鈴木 譲 元 東京大学大学院農学生命科学研究科 教授

理事 竹本 徳子 元 国際 NGO ナチュラル・ステップ・ジャパン 代表

理事 永田 浩三 ジャーナリスト、武蔵大学社会学部 教授

理事 平川 秀幸 大阪大学 CO デザイン・センター 教授

理事 藤井 石根 明治大学 名誉教授

理事 細川 弘明 京都精華大学名誉教授、原子力市民委員会 事務局長

理事 吉森 弘子 元 生活協同組合パルシステム東京 理事長

理事 菅波 完 高木基金 事務局長

理事 村上 正子 原子力市民委員会 事務局次長

監事 中下 裕子 弁護士、ダイオキシン環境ホルモン対策国民会議 代表理事

監事 濱口 博史 弁護士、濱口博史弁護士事務所

● 選考委員 (五十音順)

安藤 直子 氏 東洋大学理工学部応用化学科 教授

佐藤 秀樹 氏 江戸川大学社会学部 専任講師

玉山 ともよ 氏 有機農業、丹波篠山市原子力災害対策検討委員

原田 泰 氏 特定非営利活動法人霞ヶ浦アカデミー 理事

● 顧問（順不同）

小野 有五 氏 高木基金 2002～2007 年度 選考委員

北星学園大学経済学部教授、北海道大学名誉教授

長谷川 公一 氏 高木基金 2006～2011 年度 選考委員

尚絅学院大学大学院特任教授､東北大学名誉教授

大沼 淳一 氏 高木基金 2007～2012 年度 選考委員

元 愛知県環境調査センター 主任研究員

藤原 寿和 氏 高木基金 2007～2012 年度 選考委員

化学物質問題市民研究会代表

貴田 晶子 氏 高木基金 2012～2015 年度 選考委員

高木基金 愛媛大学農学部環境計測学研究室 客員教授

福山 真劫 氏 高木基金 2003 年 2 月～2016 年 5 月 理事

フォーラム平和・人権・環境 代表

堺 信幸 氏 高木基金 2001 年 9 月～2015 年 6 月 理事、2015 年 6 月～

2019 年 6 月 監事 元岩波書店 編集者

上田 昌文 氏 高木基金 2013 年度～2018 年度 選考委員

特定非営利活動法人市民科学研究室 代表

大久保 規子 氏 高木基金 2013 年度～2018 年度 選考委員

大阪大学大学院法学研究科 教授

嶋津 暉之 氏 2005 年 12 月～2022 年 5 月 高木基金理事

水源開発問題全国連絡会 共同代表

小澤 祥司 氏 環境ジャーナリスト、飯舘村放射能エコロジー研究会 共同世話人

2015 年度～2020 年度 高木基金選考委員

関 礼子 氏 立教大学社会学部現代文化学科 教授

2016 年度～2021 年度 高木基金選考委員

寺田 良一 氏 明治大学文学部心理社会学科 教授

2016 年度～2021 年度 高木基金選考委員

● 事務局

菅波 完 事務局長、国内担当プログラムオフィサー

村上 正子 アジア担当プログラムオフィサー、原子力市民委員会 事務局次長

白井 聡子 アジア担当プログラムオフィサー

山本 恭子 総務・経理担当



高木基金の助成金は、会員や寄付者の皆様からのご支援に

支えられています。ぜひ高木基金の会員になって、将来の

「市民科学者」を応援して下さい。

維持会員会費 年間 10,000 円

賛助会員会費 年間 3,000 円

ご寄付の金額は、おいくらでも結構です。

会費・寄付の振込口座（郵便振替）

口座番号 00140-6-603393

加入者名 高木仁三郎市民科学基金

※ 銀行からの送金の場合

ゆうちょ銀行 ０１９店 当座 0603393

高木基金は、東京都の承認を受けた認定 NPO 法人です。

高木基金へのご支援（維持会費・賛助会費・寄付）は、

寄附金控除等の税制優遇の対象となります。




